



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































・持明院孝子が長橋局となった慶長 4年 8月 4日から、時子が新内侍とな
る直前の慶長 5年 8月１5日までの、禁裏の上級女官を一覧化した。



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年 7 月 5 日条・同月21日
条・同月2１日条を参照のこ
と。
西洞院時子の禁裏出仕
7１
言
え
ば
、
時
慶
が
時
子
に
対
し
、
中
折
紙
・
鳥
子
紙
、
あ
る
い
は
茎
立
・
筆
・
衣
・
山
桝（
朝
倉
山
桝
）・
蓮
飯
・
丸
生
絹
・
甘
酒
・
杉
原
紙
・
雁
汁
を
贈
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
金
銀
や
銭
・
米
を
贈
っ
た
り
、
貸
し
た
り
し
た
し
た
事
実
は
確
認
で
き
な
い（
表
1
・
表
4
を
参
照
）。
こ
れ
は
、
時
子
領
に
お
い
て
年
貢
等
の
収
納
が
遂
行
で
き
れ
ば
、
金
銀
・
銭
・
米
を
贈
る
、
あ
る
い
は
貸
す
と
い
っ
た
行
為
は
必
要
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
時
慶
に
と
っ
て
、
時
子
の
禁
裏
出
仕
は
大
き
な
経
済
的
負
担
で
は
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
　
奉
公
人
に
関
す
る
事
柄
に
話
を
移
す
。『
時
慶
』
に
拠
れ
ば
、
時
子
の
禁
裏
出
仕
時
、
彼
女
に
女
房
二
人
、
小
姓
、
下
女
が
随
行
し
て
い
る
。
か
か
る
事
実
は
、
時
子
付
の
奉
公
人
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
時
子
の
出
仕
か
ら
間
も
な
い
慶
長
五
年
九
月
三
日
、
時
慶
は
時
子
付
の
千
世
と
い
う
女
性
を
西
洞
院
家
に
呼
び
戻
し
、
代
わ
り
に
「
鍋
」
と
呼
ば
れ
る
女
性
を
時
子
付
と
し
た
。
し
か
し
や
が
て
、
こ
の
鍋
に
よ
る
問
題
行
動
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
と
、
時
慶
は
彼
女
に
暇
を
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
時
子
出
仕
か
ら
五
年
後
の
慶
長
十
年
八
月
十
六
日
の
出
来
事
で
あ
る
。
　
ま
た
慶
長
五
年
十
二
月
二
十
八
日
、
前
子
所
生
の
皇
子
政
仁
親
王（
後
の
後
水
尾
天
皇
）に
親
王
宣
下
が
行
わ
れ
た
際
、
時
子
は
米
五
石
を
下
賜
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
、
時
慶
は
こ
れ
ら
を
時
子
付
の
者
た
ち
へ
の
給
分
に
充
て
て
い
る
。
さ
ら
に
時
子
出
仕
か
ら
お
よ
そ
四
年
後
の
慶
長
九
年（
一
六
〇
四
）六
月
三
日
、
時
子
付
の
辰
と
い
う
女
性
に
、
時
慶
は
「
局
ノ
置
目
」（
奉
公
に
際
し
て
の
規
則
ヵ
）を
申
し
聞
か
せ
た）26
（
。
　
こ
の
よ
う
に
、
時
慶
は
時
子
に
代
わ
っ
て
、
時
子
領
の
支
配
の
遂
行
、
時
子
付
の
者
た
ち
へ
の
給
分
の
支
払
い
や
、
こ
う
し
た
者
た
ち
の
取
り
締
ま
り
に
当
た
っ
て
い
た
。
こ
れ
も
女
官
と
な
っ
た
娘
を
支
え
る
た
め
の
行
動
と
言
え
よ
う
。
お
わ
り
に
―
西
洞
院
親
子
の
事
例
の
歴
史
的
位
置
付
け
―
　
ま
ず
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
で
明
ら
か
に
な
っ
た
点
を
挙
げ
て
お
く
。
（
１
）時
子
の
禁
裏
出
仕
は
、
西
洞
院
家
の
当
主
時
慶
が
女
御
近
衛
前
子
や
准
后
勧
修
寺
晴
子
に
、
時
子
の
出
仕
話
を
も
ち
か
け
、
さ
ら
に
は
、
彼
が
前
子
の
養
母
北
政
所
に
仕
え
る
孝
蔵
主
や
、
前
子
の
実
母
政
所
殿
を
巻
き
込
ん
で
実
現
し
た
出
来
事
で
あ
っ
た
。
（
2
）時
子
出
仕
後
の
禁
裏
で
の
誦
経
の
事
例
か
ら
、
本
来
、
内
侍
で
あ
る
彼
女
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
、
時
慶
が
代
行
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
時
子
の
禁
裏
に
お
け
る
活
動
を
時
慶
が
支
え
た
の
で
あ
る
。
（
1
）時
慶
は
幼
い
時
子
に
代
わ
り
、
時
子
領
の
支
配
の
遂
行
の
ほ
か
、
時
子
付
の
者
た
ち
へ
の
給
分
の
支
払
い
や
、
こ
う
し
た
者
た
ち
の
取
り
締
ま
り
に
当
た
っ
た
。
こ
れ
も
娘
を
支
え
る
た
め
の
行
動
と
言
え
る
。
　
右
に
挙
げ
た
点
か
ら
、
時
子
が
禁
裏
へ
出
仕
し
、
後
陽
成
に
内
侍
と
し
て
仕
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、
父
時
慶
は
積
極
的
に
行
動
し
た
と
判
断
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
西
洞
院
家
は
天
皇
家
へ
の
従
属
を
強
め
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
　
最
後
に
、
時
子
の
禁
裏
出
仕
と
、
そ
れ
を
支
え
た
時
慶
の
行
動
の
歴
史
的
な
位
置
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
際
に
注
目
し
た
い
点
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
戦
国
・
豊
臣
政
権
期
に
お
け
る
天
皇
と
公
家
の
関
係
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
当
該
期
の
後
宮
の
女
性
た
ち
を
と
り
ま
く
経
済
的
な
状
況
で
あ
る
。
72
　
豊
臣（
羽
柴
）秀
吉
が
関
白
と
な
っ
て
間
も
な
い
天
正
十
三
年（
一
五
八
五
）十
一
月
、
豊
臣
政
権
は
多
く
の
公
家
衆
に
領
知
判
物
や
領
知
朱
印
状
を
発
給
し
、「
朝
役
」
を
専
ら
に
せ
よ
と
命
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
お
よ
そ
二
年
半
後
の
天
正
十
六
年（
一
五
八
八
）四
月
、
秀
吉
が
後
陽
成
を
居
城
聚
楽
第
に
迎
え
た
お
り
、
豊
臣
政
権
は
す
べ
て
の
公
家
に
領
知
判
物
や
領
知
朱
印
状
を
与
え
、
近
江
高
島
郡
内
で
所
領
を
加
増
し
、
天
皇
・
朝
廷
へ
の
「
御
奉
公
」
に
励
む
よ
う
命
じ
た
。
ま
た
同
時
に
「
御
奉
公
」
を
怠
っ
た
廷
臣
に
つ
い
て
は
、
後
陽
成
の
叡
慮
次
第
で
高
島
郡
内
の
所
領
を
没
収
で
き
る
と
も
定
め
た
。
な
お
、
こ
こ
で
言
う
「
朝
役
」「
御
奉
公
」
と
は
、
具
体
的
に
は
、
朝
廷
に
お
い
て
官
位
叙
任
や
神
仏
事
な
ど
の
朝
儀
公
事
に
携
わ
り
、
後
陽
成
や
正
親
町
上
皇
に
仕
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る）27
（
。
こ
の
よ
う
に
、
豊
臣
政
権
期
の
公
家
衆
は
、
天
皇
・
朝
廷
へ
の
奉
公
に
励
む
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
時
慶
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た）28
（
。
　
聚
楽
第
行
幸
の
お
り
、
女
御
前
子
、
准
后
晴
子
や
禁
裏
の
女
官
ら
に
所
領
が
給
付
さ
れ
た
事
実
も
見
逃
せ
な
い
。
す
な
わ
ち
豊
臣
政
権
は
、
前
子
と
晴
子
に
所
領
三
百
石
を
、
大
典
侍（
中
山
親
子
）・
長
橋
局
・
大
御
乳
人
に
所
領
百
石
を
、
そ
の
他
の
女
官
に
所
領
五
十
石
を
給
付
し）29
（
、
後
宮
を
支
え
る
経
済
的
な
基
盤
を
と
と
の
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
禁
裏
の
女
官
や
前
子
付
、
晴
子
付
の
女
房
と
し
て
出
仕
し
た
公
家
の
親
族
の
女
性
の
後
宮
に
お
け
る
活
動
を
、
実
家
が
支
え
て
い
く
こ
と
を
容
易
に
し
た
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
よ
う
な
豊
臣
政
権
の
政
策
は
、
戦
国
期
の
公
家
社
会
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
状
況
、
す
な
わ
ち
天
皇
へ
の
従
属
度
が
高
く
な
い
公
家
が
目
立
ち
、
か
つ
後
宮
へ
出
仕
し
た
親
族
の
女
性
を
、
公
家
が
経
済
的
な
面
で
支
え
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
状
況
を
踏
ま
え
る
な
ら）11
（
、
天
皇
家
に
対
す
る
公
家
衆
の
従
属
を
強
め
る
政
策
、
後
宮
に
出
仕
し
た
親
族
の
女
性
を
公
家
が
支
え
続
け
る
こ
と
を
比
較
的
容
易
に
す
る
政
策
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
豊
臣
政
権
期
に
は
天
皇
家
へ
の
従
属
を
強
め
る
公
家
、
後
宮
で
活
動
す
る
親
族
の
女
性
を
支
え
続
け
る
公
家
が
実
際
に
存
在
し
た
。
西
洞
院
親
子
の
事
例
は
、
そ
の
典
型
と
も
言
え
る
事
例
で
あ
ろ
う）1１
（
。
　
時
慶
は
天
皇
・
朝
廷
へ
の
奉
公
に
励
み
、
豊
臣
政
権
期
に
は
外
様
の
公
家
衆
と
し
て
禁
裏
の
当
番
や
、
正
親
町
の
居
る
院
御
所
の
当
番
を
務
め
、
ま
た
時
に
は
他
の
公
家
の
代
理
で
禁
裏
の
当
番
を
務
め
た
。
禁
裏
で
行
わ
れ
た
和
漢
聯
句
会
で
は
、
時
慶
は
執
筆
の
役
を
た
び
た
び
務
め
る
な
ど
し
て
、
文
芸
の
世
界
で
も
活
躍
を
見
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
文
禄
二
年（
一
五
九
三
）十
一
月
に
は
後
陽
成
の
命
を
受
け
、
公
家
の
六
条
有
親
と
と
も
に
「
古
文
孝
経
」
の
板
行（
文
禄
勅
版
の
刊
行
）に
当
た
っ
た
）
12
（
。
　
時
慶
の
娘
た
ち
が
後
宮
へ
出
仕
し
た
事
実
も
注
目
に
値
す
る
。
時
子
の
出
仕
以
前
な
ら
、
糸
が
女
御
前
子
に
、
茶
地
が
准
后
晴
子
に
仕
え
て
い
る
。
彼
女
た
ち
の
出
仕
話
を
持
ち
か
け
た
の
が
時
慶
な
の
か
、
そ
れ
と
も
前
子
や
晴
子
な
の
か
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
娘
を
女
御
や
准
后
の
も
と
へ
奉
公
に
出
す
こ
と
は
、
天
皇
家
へ
の
忠
誠
心
を
示
す
行
為
で
あ
る
。
表
現
を
変
え
る
な
ら
、
天
皇
・
朝
廷
に
対
す
る
奉
公
の
一
環
と
も
言
え
よ
う
。
　
同
じ
よ
う
な
点
は
、
時
子
の
場
合
に
も
言
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
時
慶
は
、
彼
女
の
出
仕
話
を
前
子
や
晴
子
に
持
ち
か
け
、
こ
れ
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
で
、
天
皇
家
へ
の
忠
誠
心
を
誇
示
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
言
い
換
え
る
と
、
娘
を
も
う
一
人
後
宮
に
出
仕
さ
せ
る
こ
と
で
、
天
皇
・
朝
廷
へ
の
奉
公
に
励
ん
だ
の
で
あ
る）11
（
。
そ
し
て
、
時
子
が
禁
裏
へ
入
っ
た
後
、
時
慶
は
彼
女
を
支
え
る
た
め
に
行
動
し
た）14
（
。
　
以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
時
子
の
禁
裏
出
仕
と
、
そ
れ
を
支
え
る
父
時
慶
の
西洞院時子の禁裏出仕
71
行
動
は
、
豊
臣
政
権
の
対
朝
廷
政
策
を
背
景
と
す
る
出
来
事
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。注
（
（
）	
神
田
裕
理
「
織
豊
期
の
後
宮
女
房
」（
神
田
『
戦
国
・
織
豊
期
の
朝
廷
と
公
家
社
会
』
収
録　
校
倉
書
房　
二
〇
一
一
年
、
初
出
一
九
九
七
年
・
九
八
年
）、
同
「
公
家
の
女
性
が
支
え
る
天
皇
の
血
脈
維
持
」（
神
田
編
『
こ
こ
ま
で
わ
か
っ
た	
戦
国
時
代
の
天
皇
と
公
家
衆
た
ち
』
収
録　
洋
泉
社　
二
〇
一
五
年
）、
久
保
貴
子
『
後
水
尾
天
皇
』
第
五
章（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房　
二
〇
〇
八
年
）、
同
「
禁
裏
女
房
の
人
事
と
職
務
」（
総
合
女
性
史
学
会
編
『
女
性
官
僚
の
歴
史
』
収
録　
吉
川
弘
文
館　
二
〇
一
三
年
）。
　
　
　
こ
の
ほ
か
、
近
世
全
般
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は
、
奥
野
高
広
『
皇
室
御
経
済
史
の
研
究　
後
篇
』
第
三
章（
畝
傍
書
房　
一
九
四
四
年
）、
河
鰭
實
英
『
宮
中
女
官
生
活
史
』（
風
間
書
房　
一
九
六
三
年
）一
六
頁
～
三
三
頁
、
北
上
真
生
「
近
世
期
に
お
け
る
女
房
日
記
の
視
点
と
方
法
」（『
國
文
論
叢
』
四
〇　
二
〇
〇
八
年
）が
挙
げ
ら
れ
る
。
（
（
）	
注（
（
）で
挙
げ
た
神
田
氏
や
久
保
氏
の
研
究
は
、
こ
う
し
た
試
み
で
あ
る
。
（
（
）	
本
稿
で
は
、
続
群
書
類
従
完
成
会
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
お
湯
殿
』
を
用
い
て
い
る
。
（
（
）	
天
正
十
五
年
～
慶
長
十
八
年
ま
で
が
活
字
化
さ
れ
、
臨
川
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
小
稿
で
は
、
同
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
時
慶
』
を
使
用
し
て
い
る
。
（
（
）	
時
慶
は
そ
の
日
記
の
な
か
で
、
慶
長
五
年
以
降
の
時
子
に
つ
い
て
多
く
の
記
述
を
残
し
た
が
、
か
か
る
『
時
慶
』
の
記
事
を
一
々
取
り
上
げ
る
こ
と
は
、
紙
数
の
都
合
上
、
不
可
能
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
検
討
の
対
象
と
す
る
時
期
を
、
お
も
に
慶
長
五
年
と
し
た
。
（
（
）	
『
言
経
卿
記
』（
以
下
、『
言
経
』
と
略
称
）慶
長
五
年
八
月
十
六
日
条
。
こ
の
小
稿
で
は
、
大
日
本
古
記
録
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
言
経
卿
記
』
を
用
い
て
い
る
。
（
（
）	
「
西
洞
院
家
系
譜
」（『
天
皇
皇
族
実
録　
後
陽
成
天
皇
実
録
』〈
ゆ
ま
に
書
房
〉
第
二
巻
、
八
〇
五
頁
・
八
〇
六
頁
収
録
）、
慶
長
十
年
四
月
一
日
「
禁
中
女
中
衆
之
覚
」（『
妙
法
院
史
料
』
第
五
巻
、
二
五
六
頁
・
二
五
七
頁
に
「
後
陽
成
天
皇
宸
筆
禁
中
女
中
衆
覚
書
」
と
し
て
収
録
）。
な
お
、
時
子
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
天
皇
皇
族
実
録　
後
陽
成
天
皇
実
録
』
第
二
巻
の
掌
侍
平
時
子
の
項
を
参
照
の
こ
と
。
（
（
）	
前
子
は
、
摂
家
の
近
衛
家
の
出
身
で
あ
る
が
、
関
白
豊
臣（
羽
柴
）秀
吉
・
北
政
所
夫
妻
の
養
女
と
な
り
、
十
二
歳
の
天
正
十
四
年
十
二
月
、
女
御
と
し
て
後
宮
へ
入
っ
た
。
な
お
、
前
子
に
つ
い
て
は
、
注（
（
）前
掲
久
保
『
後
水
尾
天
皇
』
第
一
章
・
第
二
章
を
参
照
の
こ
と
。
（
（
）	
晴
子
に
つ
い
て
は
、
久
保
貴
子
「
朝
廷
の
再
生
と
朝
幕
関
係
」（
久
保
『
近
世
の
朝
廷
運
営
』
収
録　
岩
田
書
院　
一
九
九
八
年
）、
木
村
洋
子
「『
御
湯
殿
の
上
の
日
記
』
に
み
る
女
院
の
生
涯
」（『
江
戸
期
お
ん
な
考
』
一
二　
二
〇
〇
一
年
）な
ど
を
参
照
の
こ
と
。
（
（0
）	
『
言
経
』
慶
長
四
年
八
月
二
十
四
日
条
。
（
（（
）	
『
お
湯
殿
』
慶
長
四
年
八
月
四
日
条
。
な
お
、
持
明
院
孝
子
に
つ
い
て
は
、
注
（
（
）前
掲
『
天
皇
皇
族
実
録　
後
陽
成
天
皇
実
録
』
第
二
巻
の
掌
侍
藤
原
孝
子
の
項
を
参
照
の
こ
と
。
（
（（
）	
「
禁
秘
鈔
」
上（『
群
書
類
従
』
第
二
十
六
輯
収
録
）に
拠
れ
ば
、
内
侍
の
定
員
は
六
名（
正
は
四
名
、
権
は
二
名
）で
あ
る
。
（
（（
）	
『
時
慶
』
慶
長
五
年
七
月
二
十
九
日
条
、
同
七
年
三
月
六
日
条
な
ど
か
ら
、
晴
子
に
仕
え
る
女
房
で
あ
っ
た
事
実
が
判
明
す
る
。
（
（（
）	
『
時
慶
』
慶
長
五
年
八
月
十
六
日
条
、『
お
湯
殿
』
同
日
条
。
付
言
す
る
と
、「
新
」
の
字
か
ら
推
し
て
、「
新
内
侍
」
と
は
、
内
侍
の
う
ち
就
任
期
間
が
最
も
短
い
人
物
を
指
す
語
と
判
断
で
き
る
。
（
（（
）	
『
時
慶
』
第
二
巻
は
、
人
名
傍
注
や
索
引
に
お
い
て
、
慶
長
五
年
の
記
事
に
見
え
る
新
典
侍
を
広
橋
兼
勝
の
娘
に
比
定
す
る
が
、
結
論
か
ら
言
え
ば
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
　
　
　
ま
ず
、
兼
勝
の
娘
の
み
つ（
後
の
新
大
典
侍
）が
禁
裏
に
出
仕
す
る
の
は
、
慶
長
五
年
十
一
月
一
日
の
こ
と
で
あ
る（『
お
湯
殿
』
同
日
条
）。
し
か
も
、
慶
長
五
年
・
同
六
年
の
彼
女
は
「
み
つ
御
れ
う
人
」（『
お
湯
殿
』
慶
長
五
年
十
一
月
一
日
条
・
同
月
二
日
条
）、
あ
る
い
は
「
お
ミ
つ
御
娘
人
」（
慶
長
六
年
十
月
十
一
日
「
御
領
知
方
帳
」〈
京
都
大
学
総
合
博
物
館
所
蔵
「
勧
修
寺
家
文
書
」〉）と
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
慶
長
六
年
以
前
の
新
典
侍
を
、
広
橋
兼
勝
の
娘
に
比
定
し
て
は
な
ら
な
い
。
74
　
　
　
で
は
、
新
典
侍
と
は
何
者
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、『
時
慶
』
慶
長
五
年
八
月
十
六
日
条
の
「
則
新
典
侍
ノ
局
就
親
類
局
ニ
御
預
也
」
と
い
う
記
述
だ
。
時
子
が
新
典
侍
に
預
け
ら
れ
た
際
の
記
述
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
、
彼
女
が
時
慶
や
時
子
の
親
類
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
『
時
慶
』
慶
長
五
年
十
月
二
十
四
日
条
の
「
松
木
ヘ
見
舞
、
新
典
侍
局
御
勘
気
無
心
元
旨
申
候
」
も
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
新
典
侍
が
後
陽
成
の
勘
気
に
ふ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
時
慶
が
公
家
の
松
木
家
を
見
舞
い
、
彼
女
の
境
遇
に
つ
い
て
「
無
心
元
旨
」
を
申
し
た
と
の
意
味
で
あ
る
が
、
こ
の
記
事
は
新
典
侍
が
松
木
家
と
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
事
実
を
示
唆
す
る
。
　
　
　
そ
こ
で
、『
系
図
纂
要
』（
名
著
出
版
）等
で
西
洞
院
家
や
松
木
家
の
系
譜
を
確
認
す
る
と
、
飛
鳥
井
家
を
介
す
る
形
で
両
家
が
血
縁
関
係
に
あ
っ
た
事
実
が
判
明
す
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
松
木
家
の
当
主
宗
満（
慶
長
五
年
段
階
で
は
故
人
）が
、
時
慶
の
父
方
の
従
兄
弟（
宗
満
の
実
父
は
飛
鳥
井
雅
春
、
時
慶
の
実
父
僧
覚
澄
は
雅
春
の
兄
弟
）と
な
る
。
　
　
　
以
上
か
ら
、
新
典
侍
は
公
家
の
松
木
家
出
身
の
女
性
で
、
時
慶
や
時
子
の
親
類
と
判
断
で
き
よ
う
。
な
お
、『
お
湯
殿
』
慶
長
五
年
八
月
十
六
日
条
は
、
内
侍
と
な
っ
た
時
子
が
新
典
侍
に
預
け
ら
れ
た
こ
と
を
、「
新
大
す
け
殿
御
あ
つ
か
り
な
り
」
と
記
す
が
、
こ
れ
は
、
新
典
侍（
し
ん
す
け
）を
「
新
大
す
け（
新
大
典
侍
）」
と
書
き
誤
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
。
（
（（
）	
『
時
慶
』
第
五
巻
は
、
人
名
傍
注
や
索
引
に
お
い
て
、
高
雲
院
を
皇
女
と
す
る
が
、
正
し
く
は
皇
子
で
あ
る（
注（
（
）前
掲
『
天
皇
皇
族
実
録　
後
陽
成
天
皇
実
録
』
第
二
巻
、
一
〇
一
二
頁
―
一
五
頁
の
皇
子
某
の
項
を
参
照
）。
（
（（
）	
『
お
湯
殿
』
慶
長
六
年
七
月
一
日
条
か
ら
、
新
典
侍（
松
木
氏
女
）が
こ
の
日
の
朝
の
御
盃
を
勤
仕
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
後
、
彼
女
の
禁
裏
に
お
け
る
活
動
は
確
認
で
き
な
い
。
（
（（
）	
『
お
湯
殿
』
慶
長
六
年
十
一
月
二
十
八
日
条
。
な
お
、
慶
長
七
年
四
月
二
十
八
日
、
時
子
は
禁
裏
近
く
の
石
薬
師
で
屋
敷
地
を
拝
領
し（
登
谷
伸
宏
「
近
世
に
お
け
る
公
家
町
の
形
成
に
つ
い
て
」〈
登
谷
『
近
世
の
公
家
社
会
と
京
都
』
思
文
閣
出
版　
二
〇
一
五
年
〉
四
五
頁
を
参
照
の
こ
と
）、
同
年
十
二
月
二
十
八
日
、
同
地
に
建
て
ら
れ
た
自
身
の
屋
敷
を
初
め
て
訪
れ
て
い
る
。
（
（（
）	
後
陽
成
の
誕
生
は
、
元
亀
二
年
十
二
月
十
五
日
の
こ
と
で
あ
る（『
お
湯
殿
』
同
日
条
）。
（
（0
）	
『
お
湯
殿
』
慶
長
五
年
記
の
九
月
十
五
日
条
・
十
月
十
五
日
条
・
十
二
月
十
五
日
条
。
（
（（
）	
時
子
出
仕
直
後
の
慶
長
五
年
八
月
十
八
日
、
時
慶
は
長
橋
局（
持
明
院
孝
子
）に
「
手
次
ノ
様
」
を
尋
ね
て
い
る
。
彼
女
が
お
よ
そ
一
年
前
「
新
内
侍
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
や
、「
手
次（
手
継
）」
が
代
々
受
け
継
ぐ
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
内
侍
時
子
の
職
務
遂
行
の
た
め
に
必
要
な
文
書
・
記
録
に
つ
い
て
、
時
慶
が
長
橋
局
に
問
い
合
わ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
同
じ
日
に
は
、
時
子
が
時
慶
に
「
イ
ロ
ハ
」
を
所
望
し
、
時
慶
が
こ
れ
を
書
い
て
送
り
届
け
て
い
る
。
こ
れ
は
イ
ロ
ハ
の
手
本
を
送
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
時
慶
の
動
き
も
、
時
子
の
禁
裏
に
お
け
る
活
動
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
行
動
と
見
ら
れ
る
。
（
（（
）	
こ
の
「
朱
印
」
の
発
給
者
に
つ
い
て
、
現
段
階
で
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
て
お
く
。
　
　
　
豊
臣
政
権
で
「
朱
印
」
と
い
う
の
は
、
通
常
、
秀
吉
の
発
給
文
書
を
指
す
が
、
こ
の
時
、
彼
が
既
に
死
去
し
て
い
る
こ
と
を
念
頭
に
置
け
ば
、
こ
の
「
朱
印
」
は
秀
吉
朱
印
を
捺
し
た
文
書
で
は
な
い
、
と
い
う
見
方
が
生
じ
る
。
と
す
れ
ば
、
誰
が
発
給
し
た
の
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。
こ
の
文
書
が
渡
さ
れ
た
慶
長
五
年
八
月
、
す
な
わ
ち
関
ヶ
原
合
戦
直
前
の
政
治
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
二
大
老（
毛
利
輝
元
・
宇
喜
多
秀
家
）、
も
し
く
は
四
奉
行（
前
田
玄
以
・
増
田
長
盛
・
石
田
三
成
・
長
束
正
家
）、
あ
る
い
は
二
大
老
と
四
奉
行
が
出
し
た
新
知
給
付
の
文
書
が
「
朱
印
」
と
呼
ば
れ
た
可
能
性
が
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
。
　
　
　
し
か
し
一
方
で
、
二
大
老
や
四
奉
行
の
連
署
状
に
花
押
が
据
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
点
、
あ
る
い
は
、
新
内
侍
の
持
明
院
孝
子
が
、
時
子
出
仕
の
お
よ
そ
一
年
前
に
長
橋
局
と
な
り
、
禁
裏
で
「
新
内
侍
」
と
呼
ば
れ
る
女
官
が
い
な
か
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
か
つ
て
秀
吉
が
「
新
内
侍
」
へ
出
し
た
新
知
給
付
の
朱
印
状
が
豊
臣
政
権
の
了
解
の
も
と
で
、「
朱
印
」
と
し
て
時
子
に
渡
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
想
像
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。
　
　
　
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
朱
印
」
の
発
給
者
に
つ
い
て
は
、
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
ず
、
現
時
点
で
は
、
豊
臣
政
権
が
発
給
し
た
新
知
給
付
の
文
書
と
い
う
解
釈
し
か
提
示
で
き
な
い
。
な
お
、
関
ヶ
原
合
戦
直
前
の
政
治
状
況
に
つ
い
て
は
、
白
峰
旬
「
豊
臣
公
西洞院時子の禁裏出仕
75
儀
と
し
て
の
石
田
・
毛
利
連
合
政
権
」（『
史
学
論
叢
』
四
六　
二
〇
一
六
年
）、
中
野
等
『
石
田
三
成
伝
』
第
八
章（
吉
川
弘
文
館　
二
〇
一
七
年
）な
ど
を
、
二
大
老
や
四
奉
行
ら
の
連
署
状
に
つ
い
て
は
、
谷
徹
也
「
石
田
三
成
発
給
文
書
目
録
稿
」（
谷
編
『
シ
リ
ー
ズ
織
豊
大
名
の
研
究
（　
石
田
三
成
』
戎
光
祥
出
版　
二
〇
一
八
年
）
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。
（
（（
）	
『
時
慶
』
慶
長
五
年
八
月
十
九
日
条
に
は
「
新（時
子
）
内
侍
知
行
高
嶋
ノ
水
帳
書
写
候
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
に
判
断
し
た
。
（
（（
）	
慶
長
六
年
十
月
、
時
子
は
松
崎
と
久
我
の
二
箇
所
で
計
百
石
の
所
領
を
給
付
さ
れ
て
い
る（
注（
（（
）前
掲
慶
長
六
年
十
月
十
一
日
「
御
領
知
方
帳
」）。
（
（（
）	
時
子
の
禁
裏
退
出
後
も
、
時
慶
は
時
子
領
の
支
配
に
携
わ
っ
て
い
た
。
例
え
ば
慶
長
十
五
年
九
月
二
十
一
日
、
彼
は
京
都
所
司
代
の
板
倉
勝
重
に
、
時
子
領
の
百
姓
た
ち
の
不
届
に
つ
い
て
申
し
遣
わ
し
て
い
る
。
な
お
、
時
子
が
後
陽
成
か
ら
暇
を
出
さ
れ
た
後
、
彼
女
の
所
領
が
没
収
さ
れ
た
形
跡
は
確
認
で
き
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
彼
女
は
所
領
百
二
十
石
を
有
し
て
い
た（
国
立
公
文
書
館
蔵
「
大
内
日
記
」
二
）。
（
（（
）	
松
薗
斉
「
戦
国
時
代
の
禁
裏
女
房（
二
）」（
松
薗
『
中
世
禁
裏
女
房
の
研
究
』
収
録　
思
文
閣
出
版　
二
〇
一
八
年
、
初
出
二
〇
一
五
年
）二
九
一
頁
～
九
三
頁
。
（
（（
）	
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
山
口
和
夫
「
近
世
の
家
職
」（
山
口
『
近
世
日
本
政
治
史
と
朝
廷
』
吉
川
弘
文
館　
二
〇
一
七
年
、
初
出
一
九
九
五
年
）二
七
五
頁
・
二
七
六
頁
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。
（
（（
）	
時
慶
が
後
陽
成
に
供
奉
し
て
聚
楽
第
へ
赴
い
た
事
実
や（「
天
正
年
中
聚
楽
亭
両
度
行
幸
日
次
記
」『
続
群
書
類
従
』
第
四
輯
上
収
録
）、
豊
臣
政
権
期
の
時
慶
が
高
島
郡
内
の
石
庭（
石
場
）村
に
所
領
五
十
石
を
有
し
て
い
た
事
実（
拙
稿
「
天
正
・
文
禄
・
慶
長
期
に
お
け
る
公
家
家
臣
の
境
涯
」〈
細
川
涼
一
編
『
生
活
と
文
化
の
歴
史
学
（　
生
・
成
長
・
老
い
・
死
』
収
録　
竹
林
舎　
二
〇
一
六
年
〉
二
五
三
頁
・
二
五
四
頁
）を
踏
ま
え
る
と
、
聚
楽
第
行
幸
の
際
、
時
慶
も
高
島
郡
内
で
所
領
を
加
増
さ
れ
、
天
皇
・
朝
廷
へ
の
「
御
奉
公
」
に
励
む
よ
う
命
じ
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
（
（（
）	
注（
（
）前
掲
神
田
「
織
豊
期
の
後
宮
女
房
」
二
五
二
頁
の
ほ
か
、
山
口
和
夫
「
統
一
政
権
成
立
と
朝
廷
の
近
世
化
」（
注（
（（
）前
掲
山
口
著
書
収
録
、
初
出
一
九
九
六
年
）三
八
頁
・
三
九
頁
に
言
及
が
あ
る
。
な
お
、
中
山
親
子
に
つ
い
て
は
、
注（
（
）
前
掲
『
天
皇
皇
族
実
録　
後
陽
成
天
皇
実
録
』
第
二
巻
の
典
侍
藤
原
親
子
の
項
を
参
照
の
こ
と
。
（
（0
）	
戦
国
期
は
、
地
方
に
在
国
し
て
天
皇
・
朝
廷
へ
の
奉
公
に
励
ま
な
い
公
家
が
目
立
ち（
富
田
正
弘
「
戦
国
期
の
公
家
衆
」〈『
立
命
館
文
学
』
五
〇
九　
一
九
八
八
年
〉
や
、
菅
原
正
子
「
公
家
衆
の
『
在
国
』」〈
菅
原
『
中
世
公
家
の
経
済
と
文
化
』
吉
川
弘
文
館　
一
九
九
八
年
、
初
出
一
九
九
一
年
〉
な
ど
を
参
照
の
こ
と
）、
ま
た
禁
裏
の
上
級
女
官
の
な
か
に
は
、
実
家
か
ら
の
支
援
が
困
難
と
な
っ
て
、
女
官
の
地
位
を
退
く
者
が
出
て
い
た
。
さ
ら
に
後
奈
良
天
皇
在
位
期
に
は
、
内
侍
の
補
充
を
行
お
う
と
し
て
公
家
に
い
ろ
い
ろ
と
声
を
か
け
た
も
の
の
、
経
済
的
な
負
担
の
問
題
か
ら
、
こ
れ
に
応
じ
る
家
が
な
か
な
か
出
な
い
と
い
う
事
態
も
起
こ
っ
て
い
た（
松
薗
斉
「
戦
国
時
代
の
禁
裏
女
房（
一
）」〈
注（
（（
）前
掲
松
薗
著
書
収
録
、
初
出
二
〇
一
五
年
〉
二
七
一
頁
、
二
七
九
頁
～
二
八
一
頁
）。
（
（（
）	
実
際
、
戦
国
期
の
公
家
衆
の
流
寓
で
揺
ら
い
だ
天
皇
の
公
家
に
対
す
る
支
配
は
、
豊
臣
政
権
の
も
と
で
再
確
立
す
る（
注（
（（
）前
掲
山
口
論
文
五
五
頁
・
五
六
頁
）。
（
（（
）	
村
山
修
一
『
安
土
桃
山
時
代
の
公
家
と
京
都
』（
塙
書
房　
二
〇
〇
九
年
）三
三
頁
～
四
九
頁
、
一
六
九
頁
。
（
（（
）	
時
子
の
禁
裏
出
仕
に
時
慶
が
積
極
的
で
あ
っ
た
今
一
つ
の
要
因
と
し
て
は
。
娘
が
禁
裏
の
女
官
と
な
り
、
さ
ら
に
天
皇
の
子
を
出
産
す
れ
ば
、
家
の
誉
れ
に
な
る
と
い
う
点
も
想
定
で
き
よ
う
。
（
（（
）	
こ
の
小
稿
で
取
り
上
げ
た
西
洞
院
家
の
よ
う
な
事
例
が
、
他
の
公
家
の
家
で
も
見
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。
　
こ
の
小
稿
は
、
二
〇
一
八
～
二
〇
二
〇
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
助
成
事
業
・
基
盤
研
究
Ｃ
・
課
題
番
号
一
八
Ｋ
〇
〇
九
四
四
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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